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虛僞  

泡沫 記錄の  

  

自分 体制 批判 彈壓 非常 人間的の を するものだけを するのではなく に なものそのも、

政治 壓迫 意味 私 自分 思 出 中略のも は するという で そのことで のことを い しました。 、 、 。

少女 成長 書 內容 大変讀 戰爭中 幸 發禁の を いた です それは まれたんです なのに それは にも。 。 。

にはならなかったんです。

女性

國家總動員法

女 生 書 進英社 月号として きること くこと スバル  

戰爭遂行 人的資源確保 女性 家庭 子供 生 報國の のため は にとどまって をたくさん み せよという、 、 、

生 政策 早 結婚 人 子 政策めよふやせよ の という く して ぐらいの をうむべしという。 。

遠山茂樹 他 人 昭和史 岩波書店  



揭載

召集

徵用

芸者

目覺 私 耳 鷄 聲 入 太 威嚴めかけた の に の が ってきた い のあ、 。 、

鷄 聲 如何 人 混 少 人 步 悠 步る の であった にも に って なくとも の くところをも 々と いているとい。 、

鷄 聲 違 土地 來うやうな の であった ああ った へ ていた。 、 。

米田佐代子 日本女性史 下 新日本出版社  

村上信彦 戰時 婦人勞働 日本 婦人問題 岩波書店の の  

遠山茂樹 他 人

村上信彦
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長崎 幾分特殊 市 生 都會的 育という な に まれて そこで に ち その、 、

東京 移 住 私 殆 田舍 知 眺 新鮮 見 何まま へ り んだ は んど を らなかったので この めをまるで に た、 、 。

自由だかここには があるかのように。

自由 私ああ がほしい と はそ、 。

言葉 渴 思のままの で えるように った。

  

佐多稻子 佐多稻子全集第三卷 講談社  

  

  

草子和子 素足 娘 佐多稻子 現代女流文學 魅力 國文學 學燈社の の    



千代子

私 自由 風 頭 振 云 自由は がほしいの これはどうだという にちょっと を って った って。

世 中 本當 窮屈 自由 自分 出來だって の って に なんですもの だったら のしたいように るん、 、 、 、

思 決 我だったらどんなにいいだろうと うわ それだって して。 儘しようっていうんじゃないのよ だ。

世間 口 娘 規則 頭 下けど の なんてものがなくて はこうしなければならない なんて もなくて を、 、 、

人 誰 男 女 自分 望 叶 暮 出來げなければならない もいなくて でも でも でも の みが うような しが、 、

自由 私 喜 思 幸福 自由る そんな があったら どんなに ばしいかしら と うの だって があれば、 、 、 。 、

摑 思 本當 不自由めると うの だって に なんですもの。 。

銃後

意

義   
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田
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少年世界 少女小說  

良妻賢母

家 久米依子 少女 世界 世紀 少女小の ー

說 行方 文學 岩波書店の   

少女世界 田山花袋 少女病   

少女畵報  

遭遇

富岳百景  

人間 生拔 努力 對 純粹 聲援これは の く に しての な である、 。

中村眞一郞 昭和 年 百年 小說 新潮社この の  



樋口一葉 堀辰雄たけくらべ  

あいびき  

 

 

目 覺 瞬間 何 反射作用が めた かの のように、 、

私 丁度枕 上 目 向 隣 境 襖 上 掌 赤は の から の けられている との の の に ぱっと をひろげたぐらいの、 、

見 氣 中略 丁度 頭 打 時 瞳 靑 光 發いものがにじむのを たような がした ひどく を った の が い を。 、

何 瞳孔自身 薄紅色 散 思するように か が を らしたように えた、 。

美登  

利

山本有三  

路傍 石の  

  

たけくらべ  

美登利

身賣

佐多稻子 解釋 一り たけくらべ の つの  

疑問 月 宴 講談社の  

明治 大正

中村眞一郞 百年 小說 新この の  

潮社



佐多稻子 素足 娘 論の  朴 愛 淑

中野重治 梨 花の  

高見順 我 胸 底が の のここには  

若 人い  

前戰

  

父 私 娘 成長 親 愛情 受 入 余裕は の らしい ぶりを の で け れる がな、

荒荒 感 滿 若 男 官能 娘くて もっと しく じるのではあるまいか たされぬ い としての は のふくら、 。 、

生 何 落 着 無 私 父 思んだ 々しさで かそそられるような ち の さとなるのではないかしら の への、 。 、

私 男 知 男 通 私 父 感 父 肌 父 血 匂は を りたい その を して の を じたい の を の の いを。 。 、 父 浴情の を

中略 私 處女 黑 一線 日 案外近 知 私 名 母 名は ではなくなる い がひかれる は いのかも れない の はハツ の

私生兒江波惠子



態度 女 却 彼 何 刺戟 彼 私 妙 意地惡 言葉いやりの の らしさは って の かを し それで は への な い、 、 、

突を きつけたりするのではないかしら。

赤 戀い  

  

  

女性 言葉の  

女性 新戀愛論の

新女性  

新女性  

水田珠枝 女性解放思想 步 岩波書店の み  
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欲求

一度 男 知 変 女 動物的 扱 男 知識 對を ったものは などと に を に ふ たちの に して、 、 、

何 承服 難 何 品物か し いものがあったのである ヴアージン というものにしろ かあんまり のや。 、 、

扱 私 自分 思うに われている は がヴアージンでない と わなければならぬ とすれば それは。 、 、 、 、

どうしてもうなづけないであった。

私は

陽差 向 掌 透 揃 指 輕 曲 指しに って を かしてみた えた を くすくうように げると のひとつひとつ、 。 、

間 紅 線 出來 指 一本一本 陽 透 掌全体 薄桃色の に のぼかした が る の さえ に いてゆくように が に、 。

艶 光 見 指 間 鮮 血 色をもって って えた ああ きれいだわ いとおしむように の の やかな の の。 、 。 、

光 見るのをじっと ている。

長崎 川瀨

藤井 龍岡 三宅 中里



川瀨しばらくこうしていおう

云 私 身体 膝 抱はそう って の を に いた、 。私 私 身体 震 相手 氣は の のこまかく えるのを に づか

厭 慄 以下四行目削除れるのが だったけれど どうしても えはとまらなかった、 、 。 私に

何 感応 抵抗 思 及 失 意志は の もなかった ただ するなど いも ばぬような われた があるばか。

感覺的 嫌惡 戰慄 見內 走 彼 私 言葉りだ には の が を っていた はもう に などかけなった。 。 、 。

以下四行目削除

九歲 私 自分 知 父 見 思 胸 嫉妬 抱になっていた は の らぬ をそこに たように って そっと におさめる を い、 、

全集第三卷た   
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私はいまこ

自分 一身 取 扱 知 私 誰 愛そ の をどう り わねばならないかを っていた には これから かを した、 。 、 、

い、 新鮮 望という な みと、憧 私 資格 誰 云 出來れがさえある に その がない と が うことが るだ。 、 、

尙 私 秘密 影ろう それでも には の があるのだろうか。 、 。

  

本多秋五

  

本多秋五 月報 佐多稻子全集十五卷 講談社  



川瀨 白 足 黑 毛 見 私 見の い に い の えるのを はちらりと、

妙 男 足 私 美 足 裏 砂 小石 水底 踏た に のほそっそりした は に しかった の に と の を みしめなが。 。 、

私 眞裸 水 浴 欲求 感ら は になって を びたい を じた、 。
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素足 娘 囁 聞 素足 私 素足ホ の がゆくぞいと くのを いた のむすめ は の、 。 、

自分 足袋 素足 人 見むすめなのか では ただ がうるさくて でいるのだが それは におかしく、 、 、 、 、

綽名 何 私 思 野育 荒 自分 姿えるらしかった この は か にいじらしく われた ちの 々しい の を。 、 。 、 、

外 見 思から るように った。

性 欲情の

私 目前 雰囲氣 中 深は の の に もっと もっと、 、 、

入 欲望 感 川瀨 奧 歸 私 慄 胸りしたい をふつふつと じた の さんが ってきたら ということは の える に。 、

對 罪惡 意識 何 働 何 待もあったけれど それに する の などは にも きはしなかった かを っている そ、 。 。

戰 感覺 私 全部 川瀨 前 出 私 自の くような だけになった はそういうものを の にさらけ していた は。 、 。

分 唾 込 音 聞 音 川瀨 聞 思 聞の ごくっ と をのみ む を いた その は にも えるであろう と った えて、 、 。 、 。

構 思 私 足 平 汗も わない と うのだった の の はじっとりと ばんでいた、 。 。



  

朝日

火野葦平

麥 兵隊 土 兵隊 堀辰雄 風と と たちぬ      

 

堀 若 日さんとの い  

  

平野謙  

小林裕子

佐多稻子 月報 堀 若 日 現代日本文學全集四三卷さんとの い   

草子和子 素足 娘 佐多稻子 現代女流文學 魅力 國文學 學燈社の の    

挿話たとえ ふうにではあれ、資本主義とかストライキ 鈴木文治 言葉 第一世界とか とかいう づかいで、

對戰後 國 経濟的破綜 勇氣 要 平野謙 解說のわが の にふれることは やはり を することだった、 。

素足 娘 角川文庫の  
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長谷川啓

少女 女 成長 季節から へ する

意味 危險 滿 滿 輝 思春期 性 女 立場 赤の ある で に ち ちた それだけに かしき の を の からこれほど

裸 謳 作品 日本 近代小說 中 類 從來 女々にみずみずしく いあげた は の の でも をみないが それも の

固定觀念 打破 作者 並 女性解放 願望 中略 良妻賢の を したという の 々ならぬ への があった。

母 銃後 母 要求 國家動員体制 日中戰爭下 自由 至上 娘や の が される の にあって これだけ を とする

謳 自体 作者 反時代 意志 語を いあげることは それ が の の を るものにほかならない。
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要 旨

本稿 佐多稻子 敎養小說 言 素足 娘 中心 少女 渴望 含蓄では の とも うべき の を に のエロティックな の、   、

性 檢討 年 作家同盟 解体 多 作家達 轉向について してみた プロレタリア ナルプ が されて くの は し。

素足 娘 中日戰爭 暗 時代 置 作家 抵抗精神 潛た しかし の は の い に かれているプロ としての が んでいる。   。

父親 同僚 川瀨 偶然會 犯 思春期少女桃代 秘密 對の である に って された は にしようとすることに して、

反感 抱 徐 靑春 溢 欲情 目覺 少女 犯 事 忘を いていたが 々に のエネルギーが れて に めてゆく は された を、 。

却 体驗 甘味 思 遂 川瀨 家 訪 成長 自分 身 見してひたすらその を に うようになって に の に れて した の を せ、

本能的 欲望 彼 前 挑發的 出 少女 性 目覺 愛 捉 方たいという な で の で にさらけ している この の の めや の え。

軍國主義的 强制 生 當時 人 積極的 行動 感は なモラルを されて きるしかなかった の 々に な を じさせたに、

違 作品 背後 自由 生 人間 渴望 隱 軍國主義 對 作家いない この の には に きたいという の が されて に する。 、

抵抗 自由 人間 內的精神 深化 投影 思の と な の の が されていると われる。

社會主義 立場 非常 進步的 女性 性解放意識 桃代 新フェミニズムの で に な の をもって という しい、 、

少女像 化 更 女性 自我認識 不足 無知 性 對 觀念 處女喪失をイメージ した に の の と な に する から だけを。

問題視 性 歪曲 反發 前近代的 意識 轉換 追求 桃代 心理 動する の に しながら な の を している の の き、 。

作者 共通 面 見 作家 民衆 斷絶 回復 心理的 解放感は と する が られ プロ として との を しようとする な が、 、

現 作家 自分 精神 束縛 來 階級的 思想 封建的 感情エロチシズムと れている プロ として の を して た な な。 、

吹 飛 强 意思 秘 時代 重壓やしきたりを き ばそうとする い が めている の によって。 、 後退 兆 見もう の しを

中せていた で、佐多稻子 思春期少女桃代 登場 根本的 抵抗意思 失 事 見は を させて な を ってはいない が

軍國主義 對 抵抗 當時 民衆 强 思られ この のモラルに する が の に くアピールできたと われる、 。
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